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（
著
作
隣
接
権
に
関
す
る
規
定
の
適
用
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
著
作
権
法
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
新
法
」
と
い
う
。）第
七
条
第
四
号

に
掲
げ
る
実
演
（
同
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲

げ
る
実
演
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）又
は
同
条
第
五

号
に
掲
げ
る
実
演
で
あ
っ
て
、
視
聴
覚
的
実
演
条
約
の

締
約
国
の
国
民
又
は
当
該
締
約
国
に
常
居
所
を
有
す
る

者
で
あ
る
実
演
家
に
係
る
も
の
に
対
す
る
新
法
中
著
作

隣
接
権
に
関
す
る
規
定
（
第
九
十
五
条
の
三
第
三
項
及

び
第
四
項
の
規
定
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て
は
、
著

作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
一
年
法

律
第
六
十
四
号
）
附
則
第
三
項
、
著
作
権
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
四
十
三
号
。
次
項

に
お
い
て
「
平
成
元
年
改
正
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二

項
及
び
著
作
権
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三

年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。

２

視
聴
覚
的
実
演
条
約
の
締
約
国
の
国
民
又
は
当
該
締

約
国
に
常
居
所
を
有
す
る
者
で
あ
る
実
演
家
（
当
該
実

演
家
に
係
る
実
演
が
行
わ
れ
た
際
国
内
に
常
居
所
を
有

し
な
い
外
国
人
で
あ
っ
た
者
に
限
る
。）に
対
す
る
新
法

中
著
作
隣
接
権
に
関
す
る
規
定
（
第
九
十
五
条
の
三
第

三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
を
含
む
。）の
適
用
に
つ
い
て

は
、
平
成
元
年
改
正
法
附
則
第
四
項
の
規
定
は
、
適
用

し
な
い
。

（
出
版
権
に
つ
い
て
の
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
設
定
さ
れ
た
こ
の
法
律

に
よ
る
改
正
前
の
著
作
権
法
に
よ
る
出
版
権
で
こ
の
法

律
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律

の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、政
令
で
定
め
る
。
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特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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法
律
第
三
十
六
号

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
特
許
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
削
除
」
を
「
特
許
異
議
の
申
立
て
（
第
百
十
三
条
e

第
百
二
十
条
の
八
）」に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

特
許
異
議
の
申
立
て
を
す
る
こ
と
。

第
七
条
第
四
項
中
「
法
定
代
理
人
が
、」の
下
に
「
そ
の
特
許
権
に
係
る
特
許
異
議
の
申
立
て
又
は
」
を
加
え
、「
又

は
再
審
」
を
「
若
し
く
は
再
審
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
十
七
条
の
四
」
を
「
第
十
七
条
の
五
」
に
、「
又
は
」
を
「
、
第
四
十
一
条
第

四
項
若
し
く
は
第
四
十
三
条
第
一
項
（
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）及
び
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
書
面
又
は
第
百
二

十
条
の
五
第
二
項
若
し
く
は
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
百
七
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
百
七
十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
要
約
書
の
補
正
）

第
十
七
条
の
三

特
許
出
願
人
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
内
に
限
り
、
願
書
に
添
付
し
た
要
約
書
に
つ
い

て
補
正
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
四
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
を
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え

る
。

特
許
権
者
は
、
第
百
二
十
条
の
五
第
一
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
期
間
内
に
限
り
、
同
条
第

二
項
の
訂
正
の
請
求
書
に
添
付
し
た
訂
正
し
た
明
細
書
、
特
許
請
求
の
範
囲
又
は
図
面
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
四
を
第
十
七
条
の
五
と
す
る
。

第
十
七
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
優
先
権
主
張
書
面
の
補
正
）

第
十
七
条
の
四

第
四
十
一
条
第
一
項
又
は
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
第
四
十
三
条
の
三

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
優
先
権
の
主
張
を
し
た
者
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
内
に
限
り
、
第
四
十
一
条
第
四
項
又
は
第
四
十

三
条
第
一
項
（
第
四
十
三
条
の
二
第
二
項
（
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）及
び

第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
書
面
に
つ
い
て
補
正
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
四
条
中
「
審
査
」
の
下
に
「
、
特
許
異
議
の
申
立
て
に
つ
い
て
の
審
理
及
び
決

定
」
を
加
え
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
旨
の
」
の
下
に
「
決
定
若
し
く
は
」
を
加
え
る
。

第
三
十
条
第
三
項
中
「
証
明
す
る
書
面
」
の
下
に「（
次
項
に
お
い
て
「
証
明
書
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、
同
条
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

証
明
書
を
提
出
す
る
者
が
そ
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
証

明
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
理
由
が
な
く
な
つ
た
日
か
ら

十
四
日
（
在
外
者
に
あ
つ
て
は
、
二
月
）
以
内
で
そ
の
期
間
の
経
過
後
六
月
以
内
に
そ
の
証
明
書
を
特
許
庁
長
官

に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
そ
の
特
許
出
願
の
日
」
の
下
に「（
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の

主
張
を
伴
う
特
許
出
願
に
あ
つ
て
は
、
同
項
に
規
定
す
る
先
の
出
願
の
日
、
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の

二
第
一
項
（
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く

は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
特
許
出
願
に
あ
つ
て
は
、
最
初
の
出
願
若
し
く
は
パ
リ
条
約
（
千

九
百
年
十
二
月
十
四
日
に
ブ
ラ
ッ
セ
ル
で
、
千
九
百
十
一
年
六
月
二
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
、
千
九
百
二
十
五
年
十
一

月
六
日
に
ヘ
ー
グ
で
、
千
九
百
三
十
四
年
六
月
二
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
、
千
九
百
五
十
八
年
十
月
三
十
一
日
に
リ
ス
ボ

ン
で
及
び
千
九
百
六
十
七
年
七
月
十
四
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
改
正
さ
れ
た
工
業
所
有
権
の
保
護
に
関
す
る
千
八

百
八
十
三
年
三
月
二
十
日
の
パ
リ
条
約
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）第
四
条
Ｃ
_
の
規
定
に
よ
り
最
初
の
出
願
と
み
な
さ

れ
た
出
願
又
は
同
条
Ａ
]
の
規
定
に
よ
り
最
初
の
出
願
と
認
め
ら
れ
た
出
願
の
日
、
第
四
十
一
条
第
一
項
、
第
四
十

三
条
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
第

四
十
三
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
二
以
上
の
優
先
権
の
主
張
を
伴
う
特
許
出
願
に
あ
つ
て

は
、
当
該
優
先
権
の
主
張
の
基
礎
と
し
た
出
願
の
日
の
う
ち
最
先
の
日
。
第
六
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）」

を
加
え
る
。

第
三
十
九
条
第
四
項
中
「
第
四
十
六
条
第
五
項
」
を
「
第
四
十
六
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
場
合
」
の
下
に「（
そ
の
特
許
出
願
を
先
の
出
願
の
日
か
ら
一
年
以
内
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
つ
た
こ
と
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
で
あ
つ
て
、
か
つ
、
そ
の
特
許
出
願
が
経
済
産
業
省

令
で
定
め
る
期
間
内
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
。）」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
第
四
十
三
条

の
二
第
一
項
」
を
「
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
第
四
十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

若
し
く
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
二
項
（
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
、「
第
十
七
条
の
二

第
六
項
」
の
下
に
「
、
第
百
二
十
条
の
五
第
九
項
」
を
、「
第
三
十
三
条
の
三
第
一
項
（
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
の
規
定

を
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
若
し
く
は
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
、
第
四
十
三
条
の
二
第
一
項
（
第
四

十
三
条
の
三
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
四
十
三
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
二
項

（
」
の
下
に
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
特
許
出
願
と
同
時
」
を
「
経
済
産
業
省
令
で
定
め

る
期
間
内
」
に
改
め
る
。
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